
 

 

 

 

 

 

○自地域の総括的概要と現状課題 

当町の人口は現在約８千５百人である。山、川、海の豊かな自然を背景とした農水産物に

恵まれ、一次産業が主たる産業であるものの産業構造の割合は高くなく、三次産業への依

存が７割超であり、高齢化社会に対応した医療・介護福祉事業の就業割合が高い。自然環境

や歴史・文化を背景とした観光資源が豊富にあり、体験・滞在型観光を推進しているものの

宿泊や県外客は多くはなく通過型観光が主流となっていることから、地域経済への波及効

果を高める必要がある。町海岸北部に市街地が形成され、また、岩木山から流れる赤石川、

中村川、鳴沢川の山間地域の広範囲に約４０の集落が散在しているため人口密度は低く、

高齢化率も高いことから、町では住民生活の足確保のためコミュニティバスの運行を支援し

ている。町では雇用確保と創業、空き店舗支援、「あじがさわブランド」の確立による地域活

性化、洋上風力発電事業の進展に伴う産業振興と新産業の創出に取り組んでいる。 

 

○人口動態 

人口は過去１０年で約２3％（２千６百人余り）減少しており、２０４５年には約４千人まで

減少するとの推計がでている。また、高齢化も進み、２０年ほどで労働者人口は 3分の 1に、

６５歳以上の割合も約４０％から約６５％となり、今後も進むことが想定される。 

 

○商工業者や小規模事業者の動向  

過去１０年ほどで商工業者数は約３０％減少、７割以上が小規模事業者である。本会独自

調査では年率換算で１．５％減となり１０年後は２９２者へ減少する見込みである。 

 

 

 

 

○その他産業構造など特記事項 

令和４年の大雨災害により中村川が決壊し、駅前を中心とした商業地が被災したため空

き店舗が増加し、その後の入居が進んでいない。近隣の五所川原市や弘前市は２０ｋｍ以上

の距離があるものの比較的買回り品や専門品は町外に依存している。 
 
 

○基本的な考え方（ビジョン） 

本会は、地域・観光資源を活かした販路開拓を含む経営力強化の支援に取り組み、洋上

風力発電事業の進展による新たな産業創出の支援によって、地元中小・小規模事業者の持

続的発展に貢献します。 
 
○主な重点推進施策 

・伴走型支援の強化による経営発達支援事業及び経営改善普及事業の実施  

・地域食材を活用した観光客の誘客促進支援 

・地域資源を活用した商品開発及び販路開拓支援 

・洋上風力発電事業実施に伴う経済波及効果を高める取り組み 

 Ｈ２３ Ｒ３ 対比増減 年率換算 Ｒ６ Ｒ１５ Ｒ６比 

商工業者 ５７１ 393 △１７８ △１．５％ 387 335 △５２ 

小規模事業者 4７１ 340 △１３１ △１．5％ ３３5 ２９２ △４３ 

鯵ヶ沢町商工会行動プラン 
～テーマ：地域・観光資源を活かした販路開拓と新たな産業創出への支援～ 

（１）商工会を取り巻く環境の現状と将来の姿 

（２）重点推進施策 



 

 

 

 

○支援１２項目の現状数値と数値目標の達成 

支援項目 創業支援 事業承継 経営革新計画 経営力向上計画 

現在値 ５件 ２件 ０件 ０件 

目標値 ６件 ７件 ４件 １件 

支援項目 持続化補助金 経営計画策定支援 経営改善普及事業 マル経融資・件数 

現在値 ２件 ３件 2,224 件 ４件 

目標値 10 件 １７件 2,224 件 ８件 

支援項目 マル経融資・額 記帳継続指導 記帳機械化 労働保険 

現在値 27,500 千円 ３２件 ６０件 ７５件 

目標値 38,454 千円 ６１件 ６０件 １６８件 

   ※現在値は令和５年度の値、目標値は１０年後の目標値 

○上記以外の具体的な取り組み 

・ＤＸ化に取り組む事業者への専門家の派遣、個別相談会の実施 

・「鰺ヶ沢イカのカーテンまつり」の実施 

・展示会や商談会等の情報の提供とＥＣサイト等ＩＴ活用による販路開拓支援 

・洋上風力発電事業者と地域事業者の連携支援と新産業創出支援 

 

 

○あるべき体制 
現在、本会は旧官公庁街に位置する商工会館を拠点として事務局長、経営指導員２名、

補助員１名、記帳専任職員２名の計６名で運営している。商業集積がある海岸部、集落が散

在する山間部までの移動距離が約２０㎞あるため、定期的巡回訪問をメインとしつつもオン

ラインを活用した支援環境を構築する必要がある。対話と傾聴によるコミュニケーションを

通じた支援体制の構築には安定した組織体制づくりと財政基盤の強化が必要である。 

 

                                          

本会独自調査によれば、１０年後に小規模事業者数が３００名を切り、補助対象職員の減

員が見込まれるものの、当面は現体制を維持できる見込みであることから、中期的なスパン

でその後の支援体制のあり方を検討していきたい。 

 

 

○町との協調体制の確立と安定的な支援の継続 
町がすすめる雇用確保と地域活性化、洋上風力発電事業の進展による産業振興と新産

業の創出へ本会が貢献するには、町と経済関係団体が参画する鰺ヶ沢町経済連絡会議で経

済動向などの共有を継続し、連携を深めながら商工業の安定的で持続可能な支援に取り組

む必要がある。そのことから、商工会に対する安定的な支援について確実なものとするため、

町当局には本会及び本会が取り組む事業について一層の理解を求めていきたい。 

 

 

 

（３）重点推進施策を推進するための具体的な取り組み 

（４）実施し得る体制（環境） 

（５）体制（環境）づくり（時間軸） 

（６）特記事項 


